
番号 開催日時 タイトル 開催場所

1 令和5年7月11日
2023 宮崎ワンヘルス研究会公開セミナー
「ワンヘルスの観点から推進する人獣共通感
染症の研究」

農学部第２会議室

2 令和5年7月21日
【獣医公衆衛生学実習特別セミナー】
人獣共通感染症ウイルス

農学部北棟2F (N217)

3 令和5年7月21日
【大学院特別セミナー】
「呼吸器に感染するウイルスの複製機構の解
明」

医学部臨床講義棟3F303教室

4 令和5年9月1日 「宮崎県医師獣医師連携セミナー」 宮崎県医師会会館2F研修室

5 令和5年9月28日
「6 大学共催フォーラム第 13 回」
Designing foods for the future

東北大学知の館

令和5年度CADIC共催セミナー・シンポジウム



2023 宮崎ワンヘルス研究会公開セミナー
「One health approach for zoonosis research」

宮崎ワンヘルス研究会 お問い合わせ︓
okbys81@cc.miyazaki-u.ac.jp
  宮崎⼤学獣医微⽣物学研究室 岡林

内容︓1.「宮崎県におけるSFTSとワンヘルス的な取り組みの紹介」
宮崎⼤学産業動物防疫リサーチセンター 岡林環樹教授

2.「ワンへルスの観点から推進する⼈獣共通感染症の研究
（One health approach for zoonosis research）」

北海道⼤学⼈獣共通感染症国際共同研究所
松野啓太准教授、尾針由真助教、⼩⽅昌平助教

3. ワンヘルス活動に関する総合討論
宮崎県⽴宮崎病院 ⼭中篤志医師
宮崎県衛⽣研究所微⽣物部 吉野修司部⻑
宮崎⼤学医学部 梅北邦彦先⽣、川⼝剛先⽣ (予定）

ワンへルスの観点から推進する⼈獣共通感染症の研究

⽇時︓令和5年7⽉11⽇（⽕）15:00〜
場所︓宮崎⼤学⽊花キャンパス農学部棟2F 第2会議室

世界のマダニ研究を牽引する北海道⼤学の松野先⽣チームをお迎
えして、マダニ感染症研究におけるワンヘルスとは︖について協
議します。



「人獣共通感染症ウイルス」
大阪大学微生物病研究所
ウイルス免疫分野

小林 剛 先生
「ロタウイルスの人工合成」

R5年度
獣医公衆衛生学実習特別セミナー

お問い合わせ:
宮崎大学農学部獣医学科/CADIC：
山田健太郎 kentaro-y@cc.miyazaki-u.ac.jp
岡林環樹 okbys81@cc.miyazaki-u.ac.jp 

令和5年

日時 7月21日（金）
13：30～

場所 宮崎大学農学部
北棟２F 第二会議室

どなたでも、ご自由にご参加ください！



令和5年度大学院特別セミナー
(医学獣医学感染症勉強会特別セミナー)

小児科領域で問題となる
RSウイルスやコロナウイ
ルスを対象に、複製機構解
明についてお話ししていた
だきます。

群馬大学大学院医学系研究科
生体防御学講座 教授

神谷 亘 先生
Dr. Wataru Kamitani

宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター（CADIC)
お問い合わせ：okbys81@cc.miyazaki-u.ac.jp

宮崎大学獣医微生物学研究室 岡林

「呼吸器に感染するウイルスの
複製機構の解明」」

令和5年

日時 7月21日（金）
17：30～

場所 宮崎大学医学部
講義実習棟３階３０３教室



宮崎県医師獣医師連携セミナー
⽇時： 9⽉1⽇（⾦） 19:00-21:00
場所：宮崎県医師会会館2F研修室
対象：医療関係者、獣医療関係者

⼭⼝県⽴総合医療センター
⾎液内科 診療部⻑ ⾼橋 徹 先⽣

講演1. 「SFTS：10年の⼩括とこれからの課題」

主催： 宮崎ワンヘルス研究会 (MOH研)
共催： 宮崎⼤学産業動物防疫リサーチセンター（CADIC) 
後援： 宮崎県医師会

宮崎県獣医師会

【お問い合わせ先】
宮崎ワンヘルス研究会事務局
〒889-2192宮崎市学園⽊花台⻄1-1
TEL/FAX: 0985-58-7575
okbys81@cc.miyazaki-u.ac.jp

参加費無料、事前登録不要（座席：100席程度）

単位取得： ⽇本医師会 ⽣涯教育
CC:8 計 2.0単位

講演2. 「SFTSの⾃然宿主の探索」
国⽴感染症研究所

獣医科学部 部⻑ 前⽥ 健 先⽣
パネルディスカッション

「ワンヘルスとしての多職種連携」
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会場：東北大学知の館 知の創出センター

（宮城県仙台市青葉区片平2-1-1）

６大学共催フォーラム

プログラム
〇知のフォーラム2024「Designing foods for the future」紹介

●講演1_謝榮鴻先生_台北医学大学
「From agricultural waste to mitochondrial modulation and health-promoting functional applications」

　●講演2_井元智子先生_東北大学
「食生活と幸福度の関係～2050年に50代になる大学生を対象に～」

　●講演3_本間香貴先生_東北大学
「作物生産における気候変動の影響と対応策の展望」

　●講演4_原田昌彦先生_東北大学
「次世代放射光施設NanoTerasuの概要と、食・農領域での活用に向けた取り組み」

●講演5_日高將文先生_東北大学
「放射光を利用した食品評価法と食品開発の展望」

〇各大学からの取組紹介
〇情報交換会（18時～　片平さくらキッチン）

東北大学大学院農学研究科
問合せ先：東北大学大学院農学研究科「食と農免疫国際教育研究センター」  cfai.tohoku@gmail.com
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「6大学共催フォーラム第 13 回」開催概要 

 

テーマ： 「Designing foods for the future」 

日時： 2023 年 9 月 28 日(木)13 時 30 分〜17 時 35 分 

場所： 東北大学知の館（片平キャンパス 知の創出センター） 

 〒980-8577 仙台市青葉区片平 2 丁目 1-1 知の館 

https://www.tfc.tohoku.ac.jp/jp/access.html 

参加費： 無料（情報交換会は別途） 

情報交換会： 18 時 00 分〜20 時 00 分（片平さくらキッチン 2 階）希望者のみ 

参加登録方法：以下の Google form より、お申し込み下さい。 

参加登録 Google form 

参加登録締切：2023 年 9 月 22 日（金） 

 

プログラム 

13:30〜13:35 開会の挨拶（東北大学大学院農学研究科長 北澤春樹先生） 

13:35〜13:45「知のフォーラム」の概要説明と本フォーラムの位置づけについて 

(東北大学大学院農学研究科 野地智法先生) 

13:45〜14:25 特別講演「From agricultural waste to mitochondrial modulation and 

health-promoting functional applications J 

(台北医学大学 謝榮鴻先生) 

14:25〜14:55「作物生産における気候変動の影響と対応策の展望」 

(東北大学大学院農学研究科 本間香貴先生) 

(14:55〜15:05 休憩) 

15:05〜15:35「食生活と幸福度の関係〜2050 年に 50 代になる大学生を対象に〜」 

(東北大学大学院農学研究科 井元智子先生) 

15:35〜16:05「次世代放射光施設 NanoTerasu の概要と、食・農領域での活用に向けた

取り組み」(東北大学大学院農学研究科 原田昌彦先生) 

16:05〜16:35「放射光を利用した食品評価法と食品開発の展望」 

(東北大学大学院農学研究科 日高將文先生) 

(16:35〜16:45 休憩) 

16:45〜17:25 各大学からの取り組みの紹介 

17:25〜17:35 閉会の挨拶と次年度フォーラム世話人の挨拶 

18:00〜20:00 情報交換会 片平さくらキッチン 2 階 

参加費(予定) 一般 4000 円、学生 1000 円 

 

主催：東北大学大学院農学研究科附属食と農免疫国際教育研究センター 

（仙台市青葉区荒巻字青葉 468－1） 

問合せ先：東北大学大学院農学研究科 白川 仁 

Email: shirakah＠tohoku.ac.jp Tel: 022-757-4402 

https://www.tfc.tohoku.ac.jp/jp/access.html
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSftt8-X1jXQeG5FwG0OrFSE1sgWNnxQvHBVFlFmANf7ERbJFQ/viewform

